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人を対象とする生命科学・医学系研究に関する公開情報 

研究機関名：筑波メディカルセンター病院 

倫理審査承認日： R6年 10月 15日 
研究課題名：当院における腹腔鏡下子宮全摘（TLH）後の卵巣捻転を予防するシーリングデバイ
スによる卵巣固定の工夫 
研究期間：倫理審査承認後～西暦 2025年 3月 
研究対象： 2024年 4月から当院で卵巣温存 TLHを施行し、術後卵巣捻転予防のためにシーリン
グデバイスによる卵巣固定を行った患者 
対象材料 
□病理材料（対象臓器名        ） 
□生検材料（対象臓器名        ） 
□血液材料 □遊離細胞 ☑その他（ 診療録、手術動画  ） 
上記材料の対象期間  西暦 2024年 4月～ 2025年 3月 
意義・目的： 
腹腔鏡下子宮全摘術後に温存した卵巣が捻転することが近年複数報告されています。腹腔鏡手術で
は従来の開腹、膣式子宮全摘と比較して術後に卵巣捻転をきたすことが有意に多いと報告されていま
すが、その予防方法については一定の方法が定まっていません。当院では手術中に使用するシーリング
デバイス（生体凝固装置）を用いて、卵巣を骨盤壁に固定する手技を行っています。卵巣が有効に
固定されているかどうか、診療録の経腟超音波検査所見より後方視的に検討し、有効性を検討しま
す。 
方法： 
当院で施行された TLH 後に退院前診察、術後１ヶ月後、３ヶ月後の経腟超音波検査で卵巣が観
察可能かどうかを診療録より後方視的に観察します。患者には個人情報保護のために、固有の番号を
割り当てます。この番号は、患者さんの身元を特定できる情報には無関係の番号が割り当てられます。 
本研究についてご質問がある方は下記問い合わせ先へご連絡ください。情報の提供をご希望されない
患者さんの情報は利用いたしません。その場合も診療上の不利益が生じることはありません。既に研究
結果が公開されている場合はご希望に添えない場合もございます。 
問い合わせ等の連絡先 
筑波メディカルセンター病院 婦人科 岩田成志（代表番号 029-851-3511） 

 

 

 


